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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

ツキノワグマ 

 計画期間 令和７年度～令和９年度 

 対象地域 原村 

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。 

   ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村

名を記入する。 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和６年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品目 
被害数値 

項目 令和６年度 ※令和５年度 

ニホンジカ 

稲 
被害面積（ha） 0.45 0.02 

被害額（千円） 543 28 

雑穀（そば等） 
被害面積（ha） 0.1 0 

被害額（千円） 20 0 

一般野菜 
被害面積（ha） 1.60 0.45 

被害額（千円） 10,181 3,778 

イノシシ イモ類 
被害面積（ha） 0 0 

被害額（千円） 0 0 

ハクビシン 一般野菜 
被害面積（ha） 0.05 0 

被害額（千円） 197 0 

カラス 一般野菜 
被害面積（ha） 0.03 0 

被害額（千円） 278 0 

タヌキ 一般野菜 
被害面積（ha） 0 0 

被害額（千円） 0 0 

ツキノワグマ 一般野菜 
被害面積（ha） 0 0 

被害額（千円） 0 0 

合計 
被害面積（ha） 2.23 0.47 

被害額（千円） 11,219 3,806 

※令和６年度に取りまとめ方法を変更したため、被害の現状は令和６年度を採用した（JA 及

び農業共済組合への聞き取りのほか、新たに村ホームページを利用した報告を加え、よりき

め細かな取りまとめに対応）。参考として令和５年度の被害数値を掲載（上記のとおり）。 

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、

水産業に係る被害を除く。）等を記入する。 

 



（２）被害の傾向 

原村は長野県の東南部に位置し、総面積 4,326ha のうち、森林面積

1,954ha、農地 1,130ha である。当村は、山林に接している地域が多く、ニ

ホンジカ、ハクビシン、カラス等による農作物被害が見られている。また、

イノシシ、タヌキによる家庭菜園で栽培されている農作物の被害も確認さ

れている。令和７年には原村境に接する茅野市のトウモロコシ畑へのツキ

ノワグマの出没が確認された。 

○大久保地区 

当地区は、村の北部に位置する集落である。当地区の南西側に広がる農地

において、タヌキ、ハクビシンによる農作物被害が発生している。 

○柳沢地区 

当地区は、村の北部に位置し、茅野市玉川地区、泉野地区と隣接してい

る。 

山麓に近い地域であり、近年ニホンジカによる農作物被害が確認されて

いる。 

○八ッ手地区 

当地区は、村の北部に位置する集落である。水稲、野菜等の農業を営んで

おり、林地沿いの農地におけるニホンジカによる農作物被害が確認されて

いる。 

○払沢地区 

当地区は、村の中央に位置し、住宅の多い集落である。上里付近の林地沿

いの農地も多いため、野生鳥獣による被害が懸念されている。 

○柏木地区 

当地区は、村の西部に位置し、茅野市丸山地区、坂室地区と隣接している

地域である。西山に近いため、春先に水稲及び野菜の新芽をニホンジカ

に食べられてしまう被害が発生している。また、二ホンザルの目撃情報

やカラスによる農作物被害が多く報告されている。 

○菖蒲沢地区 

当地区は、村の南西部に位置し、茅野市金沢地区と隣接している。ニホン

ジカや小動物を中心とした被害が発生している。 

○室内地区 

当地区は、村の西部に位置し、中心部にほ場が広がり、囲うように住宅が

建っている。タヌキ、ハクビシンなどの小動物に収穫期の野菜を食べられ

てしまう被害がある。 

○中新田地区 

当地区は、村の東部に位置し、八ヶ岳山麓、富士見町立沢地区と隣接して

いる。山麓を横断するニホンジカ等の大型動物が見られる。特に、エコーラ

イン上でニホンジカによる農作物被害が顕著に見られる。 

○南原地区 

当地区は、村の最南部に位置し、富士見町南原山地区、立沢地区と隣接し

ている。ニホンジカ、イノシシが目撃されている。 

また、タヌキのねぐら巣も確認されており、これらの鳥獣による被害拡大

が懸念されている。 



○判之木地区 

当地区は、村の南西部に位置し、茅野市金沢地区と隣接している。北側に

ほ場が広がっているため、小動物による被害が懸念されている。 

○上里地区 

当地区は、村の北東に位置し、茅野市と隣接している。山林が広がってお

り、鳥獣の移動による被害拡大が懸念されている。ツキノワグマの出没が

確認されている。 

○農場地区 

当地区は、村の北東に位置し、八ヶ岳山麓と隣接している。最近、ニホン

ジカ、イノシシ、カラスによる野菜の食害及びツキノワグマの出没が確認

されている。 

○やつがね地区 

当地区は、村の西部に位置する集落である。農地は少ないが、小動物によ

る農作物被害が確認されている。 

（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、

被害地域の増減傾向等）等について記入する。 

   ２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 
現状値 

（令和６年度） 
被害額 

目標値 

（令和９年度） 
被害額 

農作物被害面積

（ha） 
2.23 ha 11,219 千円 1.99ha 9,589 千円 

ニホンジカ 2.15 ha 10,744 千円 1.93ha 9,669 千円 

イノシシ   0ha 0 千円 0ha 0 千円 

ハクビシン   0.05ha 197 千円 0.04ha 177 千円 

カラス   0.03ha 278 千円 0.02ha 250 千円 

タヌキ   0ha 0 千円 0ha 0 千円 

ツキノワグマ   0ha 0 千円 0ha 0 千円 

（注）１ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目

標値を記入する。 

   ２ 複数の指標を目標として設定することも可能。 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

 

 

原村鳥獣被害対策協議会の

依頼によって、原村猟友会は鳥

獣害防止対策のため個体数調

整・有害鳥獣捕獲の業務を行っ

てきた。捕獲については、銃器

による捕獲（期間限定）、捕獲

罠による捕獲（通年）を実施し

狩猟地域は人家、別荘、人の集

まりやすい施設が介在しており、

安全対策、地域の理解が課題。銃

器による捕獲について原村猟友

会より周知の徹底の要望あり。狩

猟区域の明確化、周知徹底を図っ

ていく必要がある。 



ている。 各地区の出没ポイント等の情

報は、住民の方がより承知してい

るため、住民主体での取り組みを

行っていく必要がある。 

追 い 払

い や 防

護 柵 の

設 置 等

に 関 す

る取組 

獣害対策のための防護柵の

補助を行っている。 

（資材費の 30%以内を補助） 

獣類が防護柵を破壊してしま

うため、その都度の補修が必要と

される。 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

平成 23 年度から緩衝帯整備

を行っている。 

 

毎年行っているが、対象となる

森林が多いため、整備には多くの

期間と金額が掛ってしまう。 

（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課

題について記入する。 

   ２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の

導入、捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。 

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・ 

管理、追上げ・追払い活動等について記入する。 

４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果 

樹の除去、鳥獣の習性、被害防止技術等に関する知識の普及等につい 

て記入する。 

 

（５）今後の取組方針 

○捕獲等に関する取組 

捕獲実施区域の駆除を行いニホンジカ、イノシシ等の個体数を減らして

いく。ツキノワグマについては必要に応じ加害個体を捕獲する。捕獲期間

について、銃器や罠を使用する頻度も増してくるため安全面の情報周知を

広報、村内有線放送などで徹底する。 

また、近隣市町村と連携し、市町村域を越えた広域捕獲体制を確立し、捕

獲日の調整、共同捕獲、情報交換会等により広域的、効率的な捕獲を実施す

るための体制づくりを行う。村内のニホンジカ、イノシシ等を積極的に駆

除し、茅野市、富士見町に鳥獣の個体数が増えないよう協力を求めていく。 

 

○追い払いや防護柵の設置等に関する取組 

防護柵の設置、獣の追い払い等は地域・集落内での合意形成が不可欠で

あるため、それら事業を推進する組織の立ち上げを進めるとともに、立ち

上がった組織へは支援（技術指導、補助事業の導入等）を行う。 

 



○生息環境管理その他の取組 

・緩衝帯整備に関する取り組み 

従来続けてきた箇所の延長等により、鳥獣が出入りしにくい環境作り

を行う。 

・村有林の保護に関する取組 

幹部分への防護シート設置を検討していく。 

・猟友会員の銃の技術力向上を図る。 

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標

を達成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

（ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策

の推進に資する技術の活用方針を含む。）。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

原村鳥獣被害対策協議会で捕獲に係る年次計画を策定し、猟友会原村支

部へ業務委託を行う。協議会員である各区長等が地域、観光地等における

理解、合意形成を計り、円滑な捕獲が行えるようサポートを行う（役割分担

の詳細は「５.（１）関係機関等の役割」のとおり）。 

なお、大型獣の捕獲に当たり、確実な止めさしのためには特定ライフル

銃を含むライフル銃の使用が必要である 

（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者

等の外部団体への委託、わなの見回り補助等による捕獲者のサポート

等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者の

それぞれの取組内容や役割について記入する。 

   ２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資

料があれば添付する。 

   ３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に

従事している者にライフル銃を所持させる必要がある場合には、その

ことについて記入する。その際、特定ライフル銃と特定ライフル銃以

外のライフル銃を区別する必要がある場合は、そのことが分かるよう

に記入する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

捕獲罠・捕獲檻の買い換え、修理を迅速に行い、

捕獲実績をあげる。 

罠猟・銃猟免許取得に向けた講習会等を住民に

広報し、従事者の確保、育成を行う。 

令和８年度 
ニホンジカ 

イノシシ 

前年度の実績を踏まえて、地区の要望や意見集

約を行い、鳥獣被害の防止施策を検討していく。 



ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

罠猟・銃猟免許取得に向けた講習会等を住民に

広報し、従事者の確保、育成を行う。 

令和９年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

前年度の実績を踏まえて、被害が多い場所を絞

り重点的にわなを仕掛けたり、木酢液を設置した

りと確実に被害を減らしていく。 

罠猟・銃猟免許取得に向けた講習会等を住民に

広報し、従事者の確保、育成を行う。 

（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入

する。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

前年度の捕獲数及び狩猟期の動向、農林業被害の状況、隣接市町村や猟

友会からの情報を鑑み捕獲計画数等を決定する。 

（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設

定の考え方について記入する。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ニホンジカ 150 頭 150 頭 150 頭 

イノシシ 5 頭 5 頭 5 頭 

タヌキ 5 頭 5 頭 5 頭 

ハクビシン 5 頭 5 頭 5 頭 

カラス 5 羽 5 羽 5 羽 

ツキノワグマ 必要数 必要数 必要数 

（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。 

 

 捕獲等の取組内容 

わなによる捕獲を年間通して行う。 

（区域に関しては、別紙捕獲許可区域図のとおり） 

（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について

記入する。 

   ２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す 

る。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

・大型獣を捕獲する際、確実な止めさしのためには特定ライフル銃を含むライ

フル銃使用が必要となる場合がある。 

現地の状況により、捕獲効率向上のため、射程距離が長く命中精度が高いラ

イフル銃を使用する必要がある。 



このため銃所有者の熟練者を中心にライフル銃使用可能者を育成し、捕獲体

制の強化を図る。 

・ライフル銃による有害鳥獣実施時期は、落葉期（晩秋から冬期）を基本とし、

原則として隊員による巻き狩り方式で実施する。実施に当たっては安全確保を

最優先とする。（区域に関しては、捕獲許可区域のとおり） 

（注）１ 被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフ

ル銃を所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該被害防

止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、

対象獣類、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。 

   ２ 特定ライフル銃と特定ライフル銃以外のライフル銃を区別する必要

がある場合は、そのことが分かるように記入する。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

原村 ニホンジカ 

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委

譲を希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類

を記入する（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別

措置に関する法律（平成 19 年法律第 134 号。以下「法」という。）第

４条第３項）。 

   ２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する

場合は、該当する全ての市町村名を記入する。 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ニホンジカ 被害状況の把握、

設置希望の集約

化。 

設置地区 

中新田区 

種類 

 金網柵（シカ用） 

 L=910m 

設置地区 

 中新田 

種類 

 金網柵（シカ用） 

 L=300m 

 グレーチング 

 ２箇所 

イノシシ 

ツキノワグマ 

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。 

   ２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添

付する。 

  



（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 取組内容 

 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

ニホンジカ  地域での見回り、

破損個所の確認 

地域での見回り、

破損個所の確認 

（注） 侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記 

   入する。 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

ツキノワグマ 

対策協議会の実施 

研修会を開催するなど、各地域の意見を聞きな

がら検討する。 

遊休農地等の適切な管理をすることで、イノシ

シ等のすみかをなくしていき、地区に寄り付かな

いようにする。 

令和８年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

ツキノワグマ 

対策協議会の実施 

研修会を開催するなど、各地域の意見を聞きな

がら検討する。 

遊休農地等の適切な管理をすることで、イノシ

シ等のすみかをなくしていき、地区に寄り付かな

いようにする。 

令和９年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ハクビシン 

カラス 

タヌキ 

ツキノワグマ 

対策協議会の実施 

研修会を開催するなど、各地域の意見を聞きな

がら検討する。 

遊休農地等の適切な管理をすることで、イノシ

シ等のすみかをなくしていき、地区に寄り付かな

いようにする。 

（注） 緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する

知識の普及等について記入する。 
 

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

原村役場農林課 情報収集・情報交換・情報の伝達・現場対応 

原村猟友会 現場対応・助言 

各区長 情報収集・情報交換・情報の伝達・現場対応 

茅野警察署 現場対応・ 

長野県諏訪地域振興局 指導・助言 

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、



猟友会等の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべ

き役割を記入する。 

   ３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は

生じるおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合

は添付する。 

 

（２）緊急時の連絡体制 

 

 

 

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により

記入する。 
 



７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

村内にある残渣処理場にて、埋設処分を行う。 

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をし

た鳥獣の処理方法について記入する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品  

 

 

ペットフード  

 

 

皮革  

 

 

その他 

（油脂、骨製品、角 

製品、動物園等で 

のと体給餌、学術 

研究等） 

 

（注） 利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。 

 

（２）処理加工施設の取組 

 

 

 

 

（注） 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品

等としての安全性の確保に関する取組等について記入する。 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

 

（注） 処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の

知識を有する者の育成の取組等について記入する。 

 



９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

被害防止対策協議会の名称 原村鳥獣被害対策協議会 

 構成機関の名称 役割 

原村 会長、副会長にあたる 

信州諏訪農業協同組合 
忌避剤購入補助事業の推進 

捕獲鳥獣の計画策定 

原村農業委員会 捕獲鳥獣の計画策定 

長野県諏訪地域振興局 林務課 指導・助言 

長野県諏訪農業農村支援センター 

農業農村振興課 
指導・助言 

長野県諏訪農業農村支援センター 

技術経営普及課 
指導・助言 

原村議会 捕獲鳥獣の計画策定 

原村猟友会 捕獲鳥獣の計画策定 

長野県農業共済組合 諏訪支所 
防護柵設置に係る補助事業の推進 

捕獲鳥獣の計画策定 

原山岳会 捕獲鳥獣の計画策定 

長野県鳥獣保護監視員 捕獲鳥獣の計画策定 

各区長 

農作物等被害調査 

捕獲鳥獣の計画策定 

捕獲計画を区、自治会内へ周知 

原村 農林課 事務局 

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記

入するとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等

の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。 
 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

各地区 地区・集落獣害対策組織の立ち上げ協力 

諏訪地域野生鳥獣被害対策チーム 
野生鳥獣被害対策に係る総合的な支援

及び助言 



（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入

する。 

   ２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 

   ３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等が

あれば添付する。 
 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

原村鳥獣被害対策実施隊を設置 

（原村鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例（平成 26 年６月 18 日条例第

12 号）） 

 隊員数 35 名（令和７年４月１日現在） 

 隊長 1 名、副隊長 1 名、隊員 33 名 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

 

 

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止

施策の実施体制に関する事項（地域の被害対策を企画・立案する者の育

成・確保や現場で対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害対策に

関する人材育成の取組を含む。）について記入する。 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 

 

 

 

 

（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の 

実施に関し必要な事項について記入する。 

 

＜変更履歴等＞ 

策定：令和７年３月 28 日付け６森推第 1247 号同意 

変更：令和７年 12 月 19 日付け７森推第 920 号同意 

変更：令和８年４月１日付け８森推第３号同意 
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